
 

Field test about grid-form ground improvement using jet 

grouting for existing buildings（Part 1） 

TAYA Yuji, UCHIDA Akihiko, UEDA Yutaka, 

TOKIMATSU Kohji, TSUCHIYA Tsutomu and ABE Hiroyuki 

 

高圧噴射撹拌工法による格子状地盤改良の原位置施工実験（その１） 

正会員 ○田屋 裕司*  同 内田 明彦*  同 上枝 豊* 

 同 時松孝次**  同 土屋 勉***  同 阿部 宏幸*** 

高圧噴射撹拌 格子状地盤改良 原位置施工実験 

改良径 地中温度  

 

1．はじめに 

2011 年の東日本大震災を契機に南海トラフ巨大地震で

の被害想定が見直され１）、庁舎等の防災拠点整備や耐震改

修等による企業の BCP 対応が活性化している。既存建物

への液状化対策は、建物外部からの曲線削孔等による建

物下への薬液注入改良２）があるものの、コスト・工期が

膨大になることや敷地の制約条件などからあまり進んで

いないようである。一方、土木の仮設工事を中心に発展

してきた高圧噴射撹拌工法は、近年開発された小型施工

機械３）を用いることで建物内外での施工が可能となるこ

とから、本設改良体としての要求品質を確保できれば、

これまでの機械撹拌工法では困難であった既存建物への

格子状地盤改良が適用可能と考えられる４）。 

そこで、高圧噴射撹拌工法による格子状地盤改良の本

設改良体に必要な施工品質として、改良体出来形、強度

とばらつき、改良体同士の一体性を確認することを目的

に、浦安市内において原位置施工実験を実施した。 

本報告では、その１として施工実験の概要、掘り出し

た改良体出来形と地中温度計測による改良径確認手法に

ついて、その２では改良体の強度とばらつき、改良体同

士の密着部の一体性について述べる。 

2．施工実験の概要 

2.1 地盤概要と改良体配置 

本実験場所の土質柱状図を図-1 に示す。地盤は GL-

1.8m 程度までが埋土、その下部が沖積の細砂層（N 値 5

～10 程度）で、地下水位は GL-1.4m 程度であった。改良

体の平面配置を図-2 に示す。本実験の高圧噴射撹拌工法

は、土質や地盤の硬軟に対して改良径や強度が任意に設

定可能な「ジェットクリート工法」を用いた。設計基準

強度は Fc=2000kN/m
2、改良長は L=1.5m（改良天端 JC-

A,B：GL-1.5m，JC-C,D：GL-1.25m）である。改良体は、

計画径φ1.9m～φ2.7m の 4 種類を密着するように配置し

て、噴射仕様の違いで改良体の出来形（改良径）が比較

できるようにした。また、実工事での機械撹拌工法との

併用も考慮し、一部の改良体は先行打設した機械撹拌改

良体（φ1.0m，2軸×2体）にも密着配置した。 

2.2 改良体の造成 

本実験における改良体の施工手順を図-3、施工状況を写

真-1 に示す。改良体の施工は、ボーリング削孔と改良体

造成を兼用可能な特殊噴射装置を先端に取付けた二重管 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 土質柱状図と改良体断面 

図-2 改良体の平面配置 

図-3 改良体の施工手順 

写真-1 改良体の施工状況 
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